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瑕疵担保責任免責特約の効力と売主の重大な過失（野澤）
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一
　
問
題
の
所
在

1　

土
壌
汚
染
と
売
主
の
重
大
な
過
失

民
法
五
七
二
条
は
、
売
主
が
担
保
責
任
を
負
わ
な
い
旨
の
特
約
︵
以
下
、﹁
免
責
特
約
﹂
と
い
う
。︶
を
結
ん
だ
場
合
に
は
、
同
特

約
が
有
効
で
あ
る
と
し
て
も
、﹁
知
り
な
が
ら
告
げ
な
か
っ
た
事
実
﹂
に
つ
い
て
は
、
売
主
は
﹁
そ
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
﹂
と
規
定
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
瑕
疵
担
保
責
任
︵
民
五
七
〇
条
︶
を
前
提
と
す
る
と
、
瑕
疵
の
存
在
に
つ
い
て
悪
意
の
売
主

論
　
　
説

瑕
疵
担
保
責
任
免
責
特
約
の
効
力
と
売
主
の
重
大
な
過
失

野　
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正　

充
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は
、
買
主
に
対
し
、
免
責
特
約
の
効
力
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
解
釈
に
は
特
に
異
論
が
な
く
、
民
法
五
七
二
条
を
め

ぐ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
問
題
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
時
は
、
売
買
契
約
の
目
的
物
で
あ
る
土
地
に

土
壌
汚
染
が
あ
り
、
売
主
が
仮
に
善
意
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
重
大
な
過
失
が
あ
る
と
き
は
、
免
責
特

約
の
効
力
が
否
定
さ
れ
る
旨
の
裁
判
例
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
直
近
の
裁
判
例
と
し
て
、
次
の
東
京
地
裁
平
成
二
四
年
九
月
二
五

日
判
決
︵
判
時
二
一
七
〇
号
四
〇
頁
︶
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る(1)

。

2　

近
時
の
裁
判
例
︱
︱
東
京
地
裁
平
成
二
四
年
九
月
二
五
日
判
決

事
案
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
Ｘ
︵
原
告
︶
は
、
家
具
の
製
造
業
、
卸
売
業
、
小
売
業
等
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社

で
あ
り
、
Ｙ
︵
被
告
︶
は
、
熱
交
換
器
、
空
調
機
器
、
消
音
器
、
濾
過
器
、
排
気
ガ
ス
浄
化
装
置
、
電
気
、
電
子
部
品
、
計
測
機
器
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
加
工
品
、
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
の
製
造
お
よ
び
販
売
等
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
る
。
本
件
土
地
は
、
も

と
は
個
人
地
主
が
所
有
し
、
田
ま
た
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
昭
和
三
五
年
七
月
、
Ａ
株
式
会
社
が
、
工

場
、
事
務
所
お
よ
び
倉
庫
等
の
敷
地
と
し
て
こ
れ
を
買
い
受
け
た
。
Ａ
は
、
本
件
土
地
に
工
場
お
よ
び
事
務
所
等
を
建
築
し
て
、
工

場
内
で
は
自
動
車
部
品
を
製
造
し
、
そ
の
製
造
過
程
に
お
い
て
、
土
壌
汚
染
対
策
法
で
特
定
有
害
物
質
と
さ
れ
て
い
る
鉛
、
テ
ト
ラ

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
お
よ
び
六
価
ク
ロ
ム
を
使
用
し
て
い
た
。
な
お
、
平
成
一
二
年
四
月
三
日
、
Ａ
は
、
他
の
株
式
会
社
と
の
合
併
に

よ
っ
て
、
Ｙ
と
な
っ
た
。

平
成
一
八
年
二
月
二
〇
日
、
Ｙ
は
、
本
件
土
地
内
に
あ
っ
た
本
社
事
務
所
︵
以
下
、﹁
本
件
建
物
﹂
と
い
う
。︶
の
移
転
計
画
を
進

め
る
た
め
、
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
︵
平
成
一
二
年
一
二
月
二
二
日
東
京
都
条
例
第
二
一
五
号
。
以
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下
﹁
東
京
都
環
境
確
保
条
例
﹂
と
い
う
。︶
に
準
拠
し
た
方
法
で
本
件
土
地
の
土
壌
汚
染
状
況
調
査
を
実
施
す
べ
く
、
土
壌
汚
染
対

策
法
の
指
定
調
査
機
関
で
あ
る
Ｂ
株
式
会
社
に
こ
れ
を
依
頼
し
た
。
平
成
一
八
年
一
〇
月
、
Ｂ
は
、
Ｙ
に
対
し
、
本
件
土
地
に
関
す

る
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
況
概
況
調
査
の
調
査
報
告
書
を
提
出
し
た
。
そ
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
本
件
土
地
の
一
部
で
、
テ
ト
ラ

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
と
鉛
の
含
有
量
の
基
準
値
超
過
が
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
第
三
種
特
定
有
害
物
質
︵
Ｐ
Ｃ
Ｂ
、
有
機
リ
ン
化
合
物
︶

は
検
出
さ
れ
ず
、
土
壌
含
有
量
お
よ
び
土
壌
溶
出
量
基
準
を
超
え
る
六
価
ク
ロ
ム
も
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
平
成
一
九
年
一
〇
月
五

日
、
Ｘ
は
、
Ｙ
か
ら
本
件
土
地
お
よ
び
本
件
建
物
を
代
金
合
計
一
五
五
億
九
五
〇
〇
円
で
買
い
受
け
た
。
こ
の
売
買
に
関
す
る
不
動

産
売
買
契
約
書
︵
以
下
、﹁
本
件
契
約
書
﹂
と
い
う
。︶
に
は
、﹁
将
来
に
お
い
て
土
壌
又
は
地
下
水
に
汚
染
が
発
見
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ

て
も
、
理
由
の
如
何
を
問
わ
ず
、
Ｙ
は
、
そ
の
瑕
疵
担
保
責
任
を
含
め
、
一
切
の
責
任
を
負
わ
な
い
も
の
と
す
る
﹂
と
の
特
約
︵
以

下
、﹁
本
件
免
責
特
約
﹂
と
い
う
。︶
が
存
在
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
二
〇
年
三
月
三
一
日
、
本
件
土
地
に
つ
い
て
、
Ｙ
か
ら
Ｘ
へ
の

売
買
を
登
記
原
因
と
す
る
所
有
権
移
転
登
記
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
平
成
二
〇
年
六
月
、
東
京
都
下
水
道
局
が
Ｙ
に
対
し
、
同
月

三
日
の
Ｙ
の
事
業
場
の
下
水
か
ら
、
法
の
規
定
に
違
反
す
る
量
の
六
価
ク
ロ
ム
が
検
出
さ
れ
た
と
の
内
容
の
注
意
書
を
交
付
し
た
た

め
、
Ｙ
は
、
Ｆ
株
式
会
社
に
対
し
、
六
価
ク
ロ
ム
に
よ
る
土
壌
汚
染
範
囲
の
調
査
を
依
頼
し
た
。
Ｆ
が
本
件
土
地
内
の
二
四
地
点
で

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
六
価
ク
ロ
ム
の
土
壌
溶
出
量
基
準
を
超
過
し
た
地
点
が
一
七
地
点
あ
り
、
Ｙ
は
、
平
成
二
〇

年
九
月
二
六
日
、テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
お
よ
び
鉛
に
よ
る
本
件
土
地
の
汚
染
に
つ
い
て
土
壌
改
良
工
事
を
完
了
さ
せ
た
。
ま
た
、

Ｘ
か
ら
本
件
建
物
の
解
体
工
事
を
請
け
負
っ
た
Ｇ
株
式
会
社
が
本
件
汚
染
の
土
壌
汚
染
拡
散
防
止
工
事
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
、
同
月

三
一
日
こ
ろ
、
本
件
土
地
に
地
中
埋
設
物
︵
以
下
﹁
本
件
埋
設
物
﹂
と
い
う
。︶
が
存
在
す
る
こ
と
が
発
覚
し
、
Ｇ
は
、
Ｘ
か
ら
、

本
件
埋
設
物
の
撤
去
を
請
け
負
っ
た
。
Ｘ
は
、
平
成
二
一
年
一
一
月
二
四
日
付
け
書
面
で
、
Ｙ
に
対
し
、
本
件
土
地
の
六
価
ク
ロ
ム

除
去
工
事
費
と
し
て
二
億
三
〇
〇
〇
万
円
お
よ
び
本
件
埋
設
物
撤
去
工
事
費
一
億
四
六
二
〇
万
円
は
、
Ｙ
に
お
い
て
負
担
す
べ
き
費
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用
と
考
え
て
い
る
旨
を
伝
え
た
。
し
か
し
、
Ｙ
が
こ
れ
を
拒
否
し
た
た
め
、
Ｘ
は
、
Ｙ
に
対
し
、
瑕
疵
担
保
責
任
、
債
務
不
履
行
責

任
︵
付
随
義
務
違
反
︶
ま
た
は
不
法
行
為
責
任
に
基
づ
き
、
本
件
土
地
の
土
壌
汚
染
の
拡
散
防
止
措
置
費
用
二
億
四
一
五
〇
万
円
等

の
損
害
賠
償
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
。
争
点
と
な
っ
た
の
は
、
本
件
免
責
特
約
の
適
用
の
可
否
で
あ
る
。

東
京
地
裁
は
、
ま
ず
、﹁
Ｙ
が
、
本
件
契
約
締
結
時
に
、
本
件
汚
染
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
直
接
裏
付
け

る
証
拠
は
﹂
な
い
と
し
た
。
ま
た
、﹁
Ｙ
が
本
件
土
地
上
で
六
価
ク
ロ
ム
を
扱
っ
て
い
た
以
上
、
本
件
契
約
締
結
時
に
本
件
汚
染
を

認
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
﹂
と
の
Ｘ
の
主
張
に
つ
い
て
は
、﹁
Ｙ
は
、
本
件
契
約
締
結
に
先
立
っ

て
、
本
件
土
地
の
土
壌
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
方
法
は
、
土
壌
汚
染
対
策
法
の
指
定
調
査
機
関
で
あ
る
Ｂ
に
対
し
て
、

土
壌
汚
染
対
策
法
や
東
京
都
環
境
確
保
条
例
に
準
拠
し
た
方
法
に
よ
っ
て
行
う
よ
う
に
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
土
壌

調
査
の
結
果
、
本
件
土
地
か
ら
は
、
基
準
値
を
超
え
る
六
価
ク
ロ
ム
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｙ
が
か
つ
て
本
件
土

地
上
に
お
い
て
六
価
ク
ロ
ム
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、本
件
汚
染
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

Ｙ
に
悪
意
と
同
視
す
べ
き
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
﹂
と
し
た
。
そ
し
て
、﹁
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
本
件
土

地
の
瑕
疵
で
あ
る
本
件
汚
染
に
つ
い
て
、
本
件
免
責
特
約
が
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
﹂
と
判
示
し
た
。
た
だ
し
、

Ｙ
に
は
、﹁
本
件
契
約
に
基
づ
い
て
、
本
件
土
地
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
本
件
埋
設
物
の
撤
去
費
用
を
負
担
す
る
義
務
を
負
う
こ
と

が
認
め
﹂
ら
れ
る
と
し
、
そ
の
限
度
で
Ｘ
の
請
求
を
認
容
し
た
︵
一
部
認
容
・
一
部
棄
却
︶。

3　

判
決
の
問
題
点

土
地
の
売
買
契
約
に
お
い
て
、
地
中
埋
設
物
や
土
壌
汚
染
が
、
通
常
は
、
土
地
の
﹁
隠
れ
た
瑕
疵
﹂︵
民
五
七
〇
条
︶
に
該
当
す
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る
こ
と
に
は
異
論
が
な
い
。
右
裁
判
例
の
事
案
に
お
い
て
も
、
こ
の
点
は
特
に
争
わ
れ
ず
、
土
壌
汚
染
対
策
法
そ
の
他
関
係
行
政
官

庁
が
定
め
る
基
準
値
を
超
え
る
有
害
物
質
︵
六
価
ク
ロ
ム
︶、
お
よ
び
、
買
主
に
よ
る
建
物
の
建
築
に
と
っ
て
支
障
と
な
る
地
中
埋

設
物
が
﹁
瑕
疵
﹂
に
当
た
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。

右
の
よ
う
な
瑕
疵
の
存
在
を
前
提
に
、
同
事
案
で
争
わ
れ
た
の
は
、
本
件
売
買
契
約
に
付
さ
れ
た
、﹁
将
来
に
お
い
て
土
壌
又
は

地
下
水
に
汚
染
が
発
見
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
理
由
の
如
何
を
問
わ
ず
、︵
売
主
︶
は
、
そ
の
瑕
疵
担
保
責
任
を
含
め
、
一
切

の
責
任
を
負
わ
な
い
も
の
と
す
る
﹂
と
の
免
責
特
約
の
適
用
の
可
否
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
判
決
は
、﹁
民
法
五
七
二
条

の
類
推
適
用
に
よ
り
、
本
件
免
責
特
約
は
適
用
さ
れ
な
い
﹂
と
の
Ｘ
の
主
張
に
従
い
、
Ｙ
の
六
価
ク
ロ
ム
の
存
在
に
つ
い
て
の
悪
意

ま
た
は
重
大
な
過
失
の
有
無
を
検
討
し
、そ
の
い
ず
れ
を
も
否
定
に
解
し
た
。
こ
の
よ
う
な
解
釈︵
民
法
五
七
二
条
の
類
推
適
用
︶は
、

後
述
の
よ
う
に
、
す
で
に
従
来
の
下
級
審
裁
判
例
︵
例
え
ば
、
東
京
地
判
平
成
一
五
年
五
月
一
六
日
判
時
一
八
四
九
号
五
九
頁(2)

︶(3)

に

お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
右
判
決
は
、
土
壌
汚
染
に
つ
い
て
は
免
責
特
約
の
適
用
を
認
め
つ
つ
、
本
件
売

買
契
約
に
お
け
る
、﹁
本
件
建
物
の
竣
工
図
面
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
地
中
埋
設
物
の
存
在
が
判
明
し
、
Ｘ
の
建
物
建
築
に
支
障
が

生
じ
る
場
合
に
は
、
…
Ｙ
は
、
こ
れ
ら
を
処
理
す
る
費
用
を
負
担
す
る
﹂
と
の
条
項
に
基
づ
き
、
地
中
障
害
物
撤
去
費
用
の
み
を
Ｙ

の
負
担
と
し
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
右
判
決
は
、
事
例
判
決
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
民
法
五
七
二
条
を
、
悪

意
の
み
な
ら
ず
、
瑕
疵
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
重
大
な
過
失
の
あ
る
売
主
に
︵
類
推
︶
適
用
す
る
こ
と
の
理
論
的

な
分
析
は
十
分
で
は
な
く
、
判
決
を
契
機
に
同
条
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
判
決

に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
、
民
法
五
七
二
条
の
解
釈
の
適
否
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
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二
　
民
法
五
七
二
条
の
趣
旨

1　

瑕
疵
担
保
責
任
免
責
特
約
の
効
力

（
1
）
免
責
特
約
の
趣
旨

民
法
五
六
一
条
以
下
の
担
保
責
任
は
、
民
法
五
六
九
条
︵
債
権
の
売
主
の
担
保
責
任
︶
を
除
き
、
当
事
者
の
特
約
が
な
く
て
も
、

法
律
上
当
然
に
売
主
が
負
う
も
の
で
あ
る(4)

。
し
か
し
、
そ
の
規
定
は
、
公
序
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
強
行
規
定
で
は
な
く
、

当
事
者
の
特
約
に
よ
っ
て
、
売
主
の
担
保
責
任
を
﹁
排
除
・
軽
減
ま
た
は
加
重
す
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
の
が
原
則
で
あ
る(5)

。
こ
れ
は

民
法
の
起
草
者
︵
梅
謙
次
郎
︶
の
見
解
で
あ
り
、
起
草
者
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
民
法
五
六
一
条
か
ら

五
七
一
条
ま
で
の
規
定
は
、﹁
第
五
百
六
十
九
条
ノ
場
合
ヲ
除
キ
、
総
テ
当
事
者
ノ
特
約
ナ
キ
モ
、
法
律
上
当
然
売
主
ガ
負
担
ス
ベ

キ
義
務
ヲ
定
メ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
、
是
レ
敢
テ
公
益
規
定
に
非
ズ
。
故
ニ
、
当
事
者
ハ
、
或
ハ
此
義
務
ヲ
重
ク
シ
、
或
ハ

之
ヲ
軽
ク
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
シ
﹂︵
句
読
点
は
筆
者
︶
と
す
る(6)

。

し
か
し
、
売
買
契
約
の
当
事
者
間
に
お
い
て
瑕
疵
担
保
責
任
免
責
︵
免
除
︶
特
約
︵
以
下
、
単
に
﹁
免
責
特
約
﹂
と
い
う
。︶
が

結
ば
れ
た
と
し
て
も
、
民
法
お
よ
び
特
別
法
が
、
一
定
の
場
合
に
は
そ
の
効
力
を
制
限
す
る
。

（
2
）
特
別
法
に
よ
る
制
限

特
別
法
と
し
て
は
、
ま
ず
、
消
費
者
契
約
法
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
同
法
八
条
一
項
五
号
は
、﹁
消
費
者
契
約
が
有
償

契
約
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
消
費
者
契
約
の
目
的
物
に
隠
れ
た
瑕
疵
が
あ
る
と
き
︵
当
該
消
費
者
契
約
が
請
負
契
約
で
あ
る
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場
合
に
は
、
当
該
消
費
者
契
約
の
仕
事
の
目
的
物
に
瑕
疵
が
あ
る
と
き
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。︶
に
、
当
該
瑕
疵
に
よ
り
消
費
者

に
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
事
業
者
の
責
任
の
全
部
を
免
除
す
る
条
項
﹂
を
﹁
無
効
﹂
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
例
外
と
し
て
、﹁
当

該
消
費
者
契
約
に
お
い
て
、
当
該
消
費
者
契
約
の
目
的
物
に
隠
れ
た
瑕
疵
が
あ
る
と
き
に
、
当
該
事
業
者
が
瑕
疵
の
な
い
物
を
も
っ

て
こ
れ
に
代
え
る
責
任
又
は
当
該
瑕
疵
を
修
補
す
る
責
任
を
負
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
﹂、
ま
た
は
、﹁
当
該
消
費
者
と
当
該
事

業
者
の
委
託
を
受
け
た
他
の
事
業
者
と
の
間
の
契
約
又
は
当
該
事
業
者
と
他
の
事
業
者
と
の
間
の
当
該
消
費
者
の
た
め
に
す
る
契
約

で
、
当
該
消
費
者
契
約
の
締
結
に
先
立
っ
て
又
は
こ
れ
と
同
時
に
締
結
さ
れ
た
も
の
に
お
い
て
、
当
該
消
費
者
契
約
の
目
的
物
に
隠

れ
た
瑕
疵
が
あ
る
と
き
に
、
当
該
他
の
事
業
者
が
、
当
該
瑕
疵
に
よ
り
当
該
消
費
者
に
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
の
全
部
若
し

く
は
一
部
を
負
い
、
瑕
疵
の
な
い
物
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
責
任
を
負
い
、
又
は
当
該
瑕
疵
を
修
補
す
る
責
任
を
負
う
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
場
合
﹂
に
は
、
免
責
特
約
が
有
効
と
な
る
︵
消
費
八
条
二
項
︶。
ま
た
、
仮
に
﹁
瑕
疵
に
よ
り
消
費
者
に
生
じ
た
損
害
を

賠
償
す
る
事
業
者
の
責
任
の
全
部
を
免
除
す
る
条
項
﹂
で
は
な
い
と
し
て
も
︵
例
え
ば
、
一
部
免
責
特
約
︶、
そ
れ
が
﹁
民
法 

、
商

法 

︵
明
治
三
十
二
年
法
律
第
四
十
八
号
︶
そ
の
他
の
法
律
の
公
の
秩
序
に
関
し
な
い
規
定
の
適
用
に
よ
る
場
合
に
比
し
、
消
費
者
の

権
利
を
制
限
し
、
又
は
消
費
者
の
義
務
を
加
重
す
る
消
費
者
契
約
の
条
項
で
あ
っ
て
、
民
法
第
一
条
第
二
項 

に
規
定
す
る
基
本
原

則
に
反
し
て
消
費
者
の
利
益
を
一
方
的
に
害
す
る
も
の
﹂
で
あ
れ
ば
、
当
該
条
項
は
﹁
無
効
﹂
と
な
る
︵
消
費
一
〇
条
︶。

そ
れ
ゆ
え
、
仮
に
右
判
決
の
事
案
に
消
費
者
契
約
法
の
適
用
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
同
八
条
一
項
五
号
に
よ
っ
て
、
本
件
免
責
特
約

は
無
効
と
解
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
同
事
案
は
、
事
業
者
間
に
お
け
る
取
引
で
あ
り
、﹁
消
費
者
契
約
﹂︵
消
費
二
条
三
項
︶
に
は
当

た
ら
な
い
た
め
、
同
法
の
適
用
は
な
い
。

こ
の
ほ
か
、
宅
地
建
物
取
引
業
法
四
〇
条
、
お
よ
び
、
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
九
五
条
が
、
そ
れ
ぞ
れ
免
責

特
約
が
無
効
と
な
る
場
合
を
定
め
て
い
る
。
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（
3
）
民
法
に
よ
る
制
限

民
法
上
の
制
限
は
ど
う
か
。
民
法
五
七
二
条
は
、
二
つ
の
場
合
を
規
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
免
責
特
約
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

①
売
主
が
﹁
知
り
な
が
ら
告
げ
な
か
っ
た
事
実
﹂、
お
よ
び
、
②
売
主
が
﹁
自
ら
第
三
者
の
た
め
に
設
定
し
又
は
第
三
者
に
譲
り
渡

し
た
権
利
﹂
に
つ
い
て
は
、﹁
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
﹂
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
免
責
特
約
の
効
力
が
制
限
さ
れ
る
右
の

二
つ
の
場
合
は
、
厳
密
に
は
同
様
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
①
は
、
売
買
契
約
締
結
前
︵
ま
た
は
目
的
物
の
引
渡
前
︶
に
、﹁
売
買

の
目
的
た
る
権
利
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
他
人
に
属
す
る
こ
と
、
数
量
が
不
足
で
あ
る
こ
と
、
他
の
権
利
で
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

瑕
疵
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
売
主
自
身
が
知
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
買
主
に
告
げ
な
い
場
合
﹂
で
あ
る(7)

。
こ
れ
に
対
し

て
、
②
は
、﹁
目
的
物
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
売
主
が
自
ら
第
三
者
に
譲
渡
し
た
﹂
場
合
、
ま
た
は
、
目
的
物
を
制
限
す
る
権
利
を

売
主
自
ら
が
設
定
し
た
場
合
で
あ
る(8)

。
そ
れ
ゆ
え
、
①
は
、
権
利
の
瑕
疵
と
物
の
瑕
疵
の
両
者
に
妥
当
し
、
そ
の
事
情
も
売
買
契
約

締
結
前
︵
ま
た
は
目
的
物
の
引
渡
前
︶
に
限
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
②
は
、
権
利
の
瑕
疵
の
み
を
対
象
と
し
、
文
言
上
は
、
売
買
契

約
締
結
前
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
以
後
に
売
主
が
第
三
者
の
た
め
に
権
利
を
設
定
し
、
ま
た
は
権
利
を
譲
渡
し
た
場
合
も
含
ま
れ
る
、

と
い
う
差
異
が
あ
る
。
た
だ
し
、
②
に
つ
い
て
は
、
今
日
で
は
、
売
主
の
行
為
が
売
買
契
約
締
結
前
に
な
さ
れ
た
場
合
に
限
る
、
と

い
う
解
釈
が
一
般
的
で
あ
る(9)

。
そ
し
て
、
①
と
②
を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
の
売
主
の
行
為
が
﹁
著
し
く
信
義
則
に
反
す
る
﹂
た
め
、
免

責
特
約
は
そ
の
効
力
を
制
限
さ
れ
る
、
と
解
さ
れ
て
い
る(10)

。
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2　

五
七
二
条
の
沿
革
的
検
討

（
1
）
売
主
の
詐
欺

右
の
よ
う
に
、
民
法
五
七
二
条
の
趣
旨
と
し
て
は
、
売
主
の
信
義
則
違
反
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
条
の
﹁
い
ま
ひ

と
つ
の
論
拠
﹂
と
し
て
、
売
主
の
﹁
詐
欺
﹂
を
指
摘
す
る
見
解
が
あ
る(11)

。
そ
し
て
確
か
に
、
民
法
の
起
草
者
は
、﹁
詐
欺
﹂
と
い
う

後
を
用
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
起
草
者
は
、
売
主
が
一
定
の
事
実
を
知
り
な
が
ら
﹁
之
ヲ
告
ゲ
ズ
、
而
モ
担
保
ノ
責
ニ
任
ゼ
ザ
ル

ベ
キ
コ
ト
ヲ
特
約
﹂
し
た
場
合
に
は
、﹁
事
実
ヲ
隠
蔽
﹂
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、﹁
詐
欺
﹂
で
あ
り
、
売
主
は
﹁
詐
欺
ノ
責
ヲ
免
ル
ル

コ
ト
﹂
は
で
き
な
い
と
す
る(12)

。
こ
の
﹁
詐
欺
﹂
と
い
う
﹁
論
拠
﹂
を
強
調
す
る
と
、
論
理
必
然
的
で
は
な
い
も
の
の
、
民
法
五
七
二

条
の
解
釈
と
し
て
は
、﹁
売
主
の
善
意
の
み
が
そ
の
有
効
要
件
と
な
る
の
で
あ
り
、
過
失
の
有
無
は
︵
免
責
︶
特
約
の
有
効
要
件
に

は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
﹂(13)

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
民
法
五
七
二
条
の
沿
革
か
ら
は
、﹁
詐
欺
﹂
を
強

調
す
る
の
は
適
切
で
は
な
く
、
そ
の
趣
旨
を
信
義
則
に
求
め
る
こ
と
は
、
な
お
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
2
）
ポ
テ
ィ
エ
の
見
解

民
法
五
七
二
条
に
相
当
す
る
規
定
は
、
ド
イ
ツ
民
法
︵B

.G
.B

︶
に
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
旧
ド
イ
ツ
民
法
四
四
三

条
は
権
利
の
瑕
疵
に
つ
い
て
、
ま
た
、
同
四
七
六
条
は
物
の
瑕
疵
に
つ
い
て
、﹁
売
主
が
瑕
疵
を
悪
意
に
黙
秘
し
た
場
合
﹂
に
は
、

免
責
特
約
を
﹁
無
効
﹂
と
す
る
旨
を
規
定
す
る
︵
現
ド
イ
ツ
民
法
四
四
四
条
参
照
︶。
し
か
し
、
民
法
の
起
草
者
︵
梅
︶
が
民
法

五
七
二
条
の
起
草
に
際
し
て
直
接
に
参
照
し
た
の
は
、
ド
イ
ツ
民
法
で
は
な
く
フ
ラ
ン
ス
民
法
で
あ
り(14)

、
よ
り
具
体
的
に
は
、
フ
ラ

ン
ス
民
法
典
の
基
礎
と
な
っ
た
ポ
テ
ィ
エ
︵Pothier

︶
の
見
解
で
あ
る
。
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フ
ラ
ン
ス
民
法
典
は
、
瑕
疵
に
つ
い
て
善
意
の
売
主
と
悪
意
の
売
主
と
を
区
別
す
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
売
主
は
、
隠
れ
た
瑕
疵
を

知
ら
な
か
っ
た
と
き
で
も
、
そ
れ
に
つ
い
て
担
保
責
任
を
負
う
﹂
も
の
の
、﹁
こ
の
場
合
﹂
に
は
、
売
主
の
免
責
特
約
が
有
効
で
あ

る
と
す
る
︵
一
六
四
三
条
︶。
こ
れ
に
対
し
て
、
売
主
が
﹁
物
の
瑕
疵
を
知
っ
て
い
た
場
合
﹂
に
は
、
売
主
は
、﹁
受
領
し
た
代
金
の

返
還
の
ほ
か
に
、
買
主
に
対
し
て
す
べ
て
の
損
害
賠
償
の
義
務
を
負
う
﹂
と
す
る
︵
一
六
四
五
条
︶。
も
っ
と
も
、
フ
ラ
ン
ス
民
法

典
一
六
四
五
条
は
、
悪
意
の
売
主
が
免
責
特
約
を
援
用
で
き
る
か
否
か
を
直
接
に
明
言
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
同

一
六
四
三
条
が
善
意
の
売
主
に
限
っ
て
免
責
特
約
を
主
張
し
う
る
も
の
と
し
、
悪
意
の
売
主
に
は
こ
れ
を
規
定
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
古
く
か
ら
判
例(15)

お
よ
び
学
説
に
よ
っ
て
、
悪
意
の
売
主
は
免
責
特
約
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

基
礎
と
な
っ
た
の
は
、
ポ
テ
ィ
エ
の
次
の
見
解
で
あ
る
。

ポ
テ
ィ
エ
は
、
売
主
が
瑕
疵
の
存
在
に
つ
い
て
善
意
で
あ
る
場
合
と
悪
意
で
あ
る
場
合
と
を
区
別
し
、
売
主
が
悪
意
の
場
合
に
は
、

﹁
買
主
に
知
ら
せ
な
か
っ
た
瑕
疵
か
ら
生
じ
た
す
べ
て
の
損
害
の
賠
償
﹂
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、﹁
こ
の
よ

う
な
売
主
に
よ
る
事
実
の
隠
蔽
︵réticence
︶
は
、
買
主
に
対
す
る
詐
欺
︵dol

︶﹂
で
あ
り
、
売
主
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
す

べ
て
の
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る(16)

。
ま
た
、
売
主
が
瑕
疵
の
存
在
を
明
確
に
知
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、﹁
そ

の
瑕
疵
を
疑
う
べ
き
正
当
な
理
由
が
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
を
買
主
に
何
も
告
げ
な
か
っ
た
場
合
﹂
に
は
、﹁
売
主
は
悪
意
と
み

な
さ
れ
る
﹂(17)
。
さ
ら
に
、
売
主
が
瑕
疵
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
売
主
が
そ
の
物
を
売
る
こ
と
を
職
業
と
す
る
商
人
で
あ

る
と
き
は
、
瑕
疵
に
よ
っ
て
買
主
に
生
じ
た
す
べ
て
の
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い(18)

。

（
3
）
日
本
法
へ
の
示
唆

右
の
ポ
テ
ィ
エ
の
見
解
を
、
瑕
疵
担
保
責
任
免
責
特
約
の
効
力
に
関
し
て
ま
と
め
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
売
主
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が
瑕
疵
の
存
在
を
知
り
︵
悪
意
︶
ま
た
は
知
る
こ
と
が
で
き
た
場
合
︵
有
過
失
︶、
お
よ
び
、
売
主
に
重
い
注
意
義
務
が
課
さ
れ
て

い
る
場
合
︵
職
業
的
な
売
主
︶
に
は
、
売
主
は
、
免
責
特
約
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
見
解
か
ら
は
、
日
本

法
の
解
釈
に
関
し
て
、
次
の
三
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
右
の
結
論
は
、
今
日
の
日
本
法
と
ほ
ぼ
同
じ
規
律
と
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
日
本
で
は
、
瑕
疵
の
存
在
を
知
る

︵
悪
意
の
︶
売
主
は
、
免
責
特
約
の
効
力
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
ず
︵
民
五
七
二
条
︶、
ま
た
、
事
業
者
で
あ
る
売
主
︵
職
業
的
な

売
主
︶
も
、
消
費
者
に
対
し
て
は
、
免
責
特
約
が
不
当
条
項
と
し
て
無
効
と
さ
れ
う
る
︵
消
費
八
条
一
項
五
号
、
一
〇
条
参
照
︶
か

ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
沿
革
的
に
は
、
民
法
の
起
草
者
︵
梅
︶
が
ポ
テ
ィ
エ
の
見
解
を
直
接
に
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
記
述
か
ら
う
か

が
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ポ
テ
ィ
エ
は
、
悪
意
の
売
主
に
よ
る
﹁
事
実
の
隠
蔽
︵réticence

︶﹂
が
﹁
買
主
に
対
す
る
詐
欺
︵dol

︶﹂

に
当
た
る
と
し
、
起
草
者
の
記
述
と
合
致
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
﹁
詐
欺
︵dol

︶﹂
と
い
う
記
述
に
は
、
さ
ほ
ど
の
意
味
は
な
い
。

と
い
う
の
も
、
ポ
テ
ィ
エ
は
、
瑕
疵
の
存
在
を
知
ら
な
い
こ
と
に
つ
き
過
失
の
あ
る
売
主
を
も
、
悪
意
の
売
主
と
同
様
に
解
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
ポ
テ
ィ
エ
は
、﹁
詐
欺
︵dol

︶﹂
と
い
う
文
言
を
用
い
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
実
質
的
な
内
容
は
、

信
義
則
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、﹁
信
義
則
︵bonne foi

︶﹂
と
い
う
用
語
は
用
い
ら
れ
て
は
い
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
今
日
に
お
け
る
と
異
な
り
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、﹁
信
義
則
﹂
が
﹁
民
法
上
の
指
導
的
原
理
と
し
て
﹂
は
重
視
さ

れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る(19)

。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
第
三
に
、
悪
意
の
売
主
お
よ
び
事
業
者
で
あ
る
売
主
の
ほ
か
に
、
瑕
疵
の
存
在
を
知
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て

過
失
︵
な
い
し
重
大
な
過
失
︶
の
あ
る
売
主
を
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
か
が
、
民
法
五
七
二
条
の
解
釈
と
し
て
問
題
と
な
る
。
そ
し

て
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
検
討
か
ら
は
、
同
条
の
解
釈
と
し
て
、
過
失
な
い
し
重
過
失
の
あ
る
売
主
も
必
ず
し
も
排
斥
さ
れ
る
も
の
で
は
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な
く
、
特
約
に
よ
る
免
責
を
受
け
ら
れ
な
い
売
主
に
含
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

3　

信
義
則
に
よ
る
理
解

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
民
法
五
七
二
条
の
趣
旨
は
信
義
則
で
あ
る
、
と
解
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
当
事
者

間
の
特
約
に
よ
っ
て
信
義
に
反
す
る
行
為
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
﹂
な
い
か
ら
、
民
法
五
七
二
条
は
、﹁
信
義
則
に
反
す
る

と
み
ら
れ
る
二
つ
の
場
合
に
お
い
て
﹂、
免
責
特
約
の
効
力
を
否
定
し
た
、
と
解
さ
れ
て
い
る(20)

。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
悪
意

の
売
主
が
特
約
に
よ
る
免
責
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
︵
民
五
七
二
条
︶
の
は
信
義
則
に
反
す
る
と
し
て
も
、
瑕
疵
の
存
在
を
知

ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
過
失
な
い
し
重
大
な
過
失
の
あ
る
売
主
に
対
し
て
、
免
責
特
約
の
効
力
を
認
め
る
か
否
か
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
民
法
五
七
二
条
が
﹁
売
主
の
善
意
の
み
﹂
を
免
責
特
約
の
﹁
有
効
要
件
﹂
と
し
て
い

る
た
め
、﹁
過
失
﹂
や
﹁
重
大
な
過
失
﹂
は
免
責
特
約
の
﹁
有
効
要
件
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
﹂
と
の
見
解(21)

も
存
在
す
る
。
し
か
し
、

同
条
の
趣
旨
が
信
義
則
に
あ
り
、
信
義
則
の
適
用
に
お
い
て
は
、﹁
重
大
な
過
失
も
悪
意
と
同
視
す
べ
き
で
あ
る
﹂
と
の
解
釈
が
確

立
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
民
法
五
七
二
条
の
解
釈
に
際
し
て
も
、
同
様
に
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
判
例
は
、
指
名
債
権
の
譲
渡
禁
止
特
約
に
関
す
る
民
法
四
六
六
条
二
項
の
解
釈
に
お
い
て
、﹁
重
大
な
過
失
は
悪
意

と
同
様
に
取
り
扱
う
べ
き
﹂
で
あ
る
と
の
解
釈
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、﹁
民
法
四
六
六
条
二
項
は
債
権
の
譲
渡
を
禁
止
す
る
特
約

は
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
規
定
し
、
そ
の
文
言
上
は
第
三
者
の
過
失
の
有
無
を
問
わ
な
い
か
の
よ
う
で
あ

る
が
、
重
大
な
過
失
は
悪
意
と
同
様
に
取
り
扱
う
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
譲
渡
禁
止
の
特
約
の
存
在
を
知
ら
ず
に
債
権
を
譲
り
受

け
た
場
合
で
あ
つ
て
も
、
こ
れ
に
つ
き
譲
受
人
に
重
大
な
過
失
が
あ
る
と
き
は
、
悪
意
の
譲
受
人
と
同
様
、
譲
渡
に
よ
つ
て
そ
の
債
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権
を
取
得
し
え
な
い
も
の
と
解
す
る
の
を
相
当
と
す
る
﹂
と
し
た
︵
最
判
昭
和
四
八
年
七
月
一
九
日
民
集
二
七
巻
七
号
八
二
三
頁
︶。

ま
た
、
そ
れ
以
前
に
も
判
例
は
、
民
法
七
一
五
条
の
解
釈
に
つ
き
、
取
引
的
不
法
行
為
の
事
案
に
お
い
て
、
重
過
失
を
悪
意
と
同
様

に
解
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
被
用
者
の
な
し
た
取
引
行
為
が
、
そ
の
行
為
の
外
形
か
ら
み
て
、
使
用
者
の
事
業
の
範
囲
内
に
属

す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
行
為
が
被
用
者
の
職
務
権
限
内
に
お
い
て
適
法
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
な
く
、

か
つ
、
そ
の
行
為
の
相
手
方
が
右
の
事
情
を
知
り
な
が
ら
、
ま
た
は
、
少
な
く
と
も
重
大
な
過
失
に
よ
り
右
の
事
情
を
知
ら
な
い
で
、

当
該
取
引
を
し
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
行
為
に
も
と
づ
く
損
害
は
民
法
七
一
五
条
に
い
わ
ゆ
る
﹃
被
用
者
カ
其
事
業
ノ
執

行
ニ
付
キ
第
三
者
ニ
加
ヘ
タ
ル
損
害
﹄﹂
で
は
な
い
と
し
た
︵
最
判
昭
和
四
二
年
一
一
月
二
日
民
集
二
一
巻
九
号
二
二
七
八
頁
︶。
半

面
、
単
な
る
過
失
︵
軽
過
失
︶
に
つ
い
て
は
、
悪
意
と
同
様
に
解
す
べ
き
で
あ
る
、
と
の
解
釈
は
見
あ
た
ら
な
い
。

沿
革
的
に
は
、
信
義
則
が
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
﹁
一
般
悪
意
の
抗
弁
﹂︵exceptio doli generalis

︶
に
あ
る(22)

と
す
れ
ば
、
悪
意
の

者
は
信
義
則
上
一
定
の
効
力
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
も
、
単
な
る
過
失
︵
軽
過
失
︶
が
あ
る
だ
け
で
は
、
悪
意
の
抗

弁
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
問
題
と
な
る
の
は
、
重
大
な
過
失
︵
重
過
失
︶
の
取
り
扱
い
で
あ
り
、
右
の
よ
う
に
、
こ
れ
を
悪
意
と

同
様
に
解
す
べ
き
で
あ
る
と
の
判
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
人
的
抗
弁
の
切
断
に
関
す
る
手
形
法
一
七
条
た
だ
し
書
の
解
釈

に
際
し
て
、
判
例
は
、﹁
債
務
者
を
害
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
で
手
形
の
所
持
人
と
な
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
重
大
な
過
失
が
あ
る

と
否
と
を
問
わ
ず
、
そ
の
前
者
に
対
す
る
人
的
抗
弁
を
も
っ
て
対
抗
し
得
な
い
も
の
と
し
た
趣
旨
と
解
す
る
の
が
相
当
﹂
で
あ
る
と

し
た
︵
最
判
昭
和
三
五
年
一
〇
月
二
五
日
民
集
一
四
巻
一
二
号
二
七
二
〇
頁
︶。
こ
の
判
決
は
、
手
形
の
善
意
取
得
に
関
す
る
手
形

法
一
六
条
二
項
︵
悪
意
・
重
過
失
を
要
件
と
す
る
︶
と
の
対
比
に
お
い
て
、
同
一
七
条
た
だ
し
書
を
解
釈
す
る
も
の
で
あ
り
、
手
形

法
上
の
人
的
抗
弁
に
固
有
の
問
題
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る(23)

。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、﹁
重
大
な
過
失
も
悪
意
と
同
視
す
べ

き
で
あ
る
﹂
と
の
解
釈
が
一
般
的
に
確
立
し
て
い
る
と
ま
で
は
解
さ
れ
ず
、
な
お
個
別
の
規
定
ご
と
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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で
あ
ろ
う
。

三
　
従
来
の
裁
判
例
の
検
討

1　

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー
ス
契
約

下
級
審
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
当
初
は
、
民
法
五
七
二
条
の
適
否
が
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー
ス
契
約
に
関
し
て
争
わ
れ
た
。
と
い

う
の
も
、
同
契
約
に
お
い
て
は
、
リ
ー
ス
物
件
に
瑕
疵
が
存
し
て
も
、
リ
ー
ス
会
社
は
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
直
接
に
責
任
を
負
わ
な

い
旨
の
免
責
特
約
が
付
さ
れ
る
の
が
通
常
だ
か
ら
で
あ
る(24)

。
そ
し
て
、
裁
判
例
は
、
こ
の
よ
う
な
免
責
特
約
を
一
般
的
に
有
効
で
あ

る(25)

と
し
つ
つ
、
例
外
的
に
、
重
大
な
瑕
疵
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
ス
会
社
︵
賃
貸
人
︶
が
免
責
特
約
を
主
張
す
る
こ
と
が
信
義
則
に
反

す
る(26)

と
の
判
断
を
採
用
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、当
時
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
、民
法
五
七
二
条
の
解
釈
そ
の
も
の
が
争
点
と
な
っ

て
は
い
な
い
。

2　

土
地
の
売
買
契
約

（
1
）
初
期
の
裁
判
例

土
地
の
売
買
契
約
に
お
い
て
、土
壌
汚
染
や
地
中
埋
設
物
が
目
的
物
の
瑕
疵
と
し
て
争
わ
れ
る
の
は
平
成
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
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そ
の
件
数
が
増
大
す
る
の
は
、
土
壌
汚
染
対
策
法
の
施
行
︵
平
成
一
五
年
二
月
一
五
日
︶
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
免
責
特

約
の
効
力
に
関
し
て
、
裁
判
例
も
当
初
は
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
裁
判
例
と
同
じ
く
、
地
中
に
﹁
予
想
外
の
大

規
模
な
﹂
障
害
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
特
約
の
解
釈
に
よ
っ
て
、
売
主
は
免
責
特
約
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
い
た(27)

。

（
2
）
先
駆
的
な
裁
判
例
の
登
場
　

右
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
東
京
地
裁
平
成
七
年
一
二
月
八
日
判
決
︵
判
時
一
五
七
八
号
八
三
頁
︶

で
あ
る
。
こ
の
判
決
は
、
地
中
埋
設
物
︵
レ
ン
ガ
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
の
構
造
物
︶
が
存
在
し
た
事
案
に
つ
き
、
当
事
者
間
に
お
け

る
﹁
瑕
疵
担
保
責
任
免
除
特
約
は
無
効
と
は
認
め
ら
れ
ず
﹂、
売
主
が
﹁︵
同
︶
特
約
の
存
在
を
主
張
す
る
こ
と
も
信
義
則
に
反
す
る

と
は
認
め
ら
れ
な
い
﹂
と
し
た
。
た
だ
し
、
判
決
は
、﹁
民
法
五
七
二
条
の
適
用
に
つ
い
て
、︵
売
主
︶
は
、
本
件
埋
設
物
の
存
在
を

知
っ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
重
過
失
が
あ
っ
た
か
﹂
を
問
題
と
し
た
。
そ
し
て
、
結

論
と
し
て
は
、﹁︵
売
主
︶
に
本
件
埋
設
物
を
知
ら
な
い
こ
と
に
つ
き
重
過
失
が
あ
る
場
合
に
、
民
法
五
七
二
条
が
適
用
あ
る
い
は
類

推
適
用
さ
れ
る
か
は
さ
て
お
き
、前
記
認
定
の
事
実
関
係
か
ら
す
れ
ば
﹂、売
主
の
重
過
失
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
。
こ
の
判
決
は
、

民
法
五
七
二
条
の
類
推
適
用
に
初
め
て
言
及
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
3
）
先
例
と
な
る
裁
判
例
　

民
法
五
七
二
条
の
類
推
適
用
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
の
は
、
東
京
地
裁
平
成
二
四
年
九
月
二
五
日
判
決
の
先
例
と
な
る
東
京
地

裁
平
成
一
五
年
五
月
一
六
日
判
決
︵
前
掲
︶
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
判
決
は
、
売
主
が
﹁
地
中
埋
設
物
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
に
つ
き
︵
売
主
︶
に
重
過
失
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
も
、
民
法
五
七
二
条
が
適
用
あ
る
い
は
類
推
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
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あ
る
い
は
、
本
件
免
責
特
約
を
主
張
す
る
こ
と
が
信
義
則
に
反
し
な
い
か
否
か
﹂
を
争
点
と
し
た
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
判
示
し

て
い
る
。

﹁
そ
も
そ
も
担
保
責
任
の
規
定
は
、
特
定
物
売
買
に
お
け
る
対
価
的
不
均
衡
に
よ
っ
て
生
じ
る
不
公
平
を
是
正
す
る
た
め
に
、
当

事
者
の
意
思
を
問
う
こ
と
な
く
、
法
律
が
特
別
に
定
め
た
法
定
責
任
で
は
あ
る
が
、
も
と
も
と
売
買
契
約
当
事
者
間
の
利
害
を
調
整

し
よ
う
と
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
事
者
間
の
特
約
に
よ
っ
て
も
、
法
定
の
担
保
責
任
を
排
除
・
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
が
原
則
で
あ
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
間
の
特
約
に
よ
っ
て
信
義
に
反
す
る
行
為
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
か
ら
、
民

法
五
七
二
条
は
信
義
則
に
反
す
る
と
み
ら
れ
る
二
つ
の
場
合
を
類
型
化
し
て
、
担
保
責
任
を
排
除
軽
減
す
る
特
約
の
効
力
を
否
認
し

て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
本
件
に
お
い
て
は
、︵
売
主
︶
は
、
少
な
く
と
も
本
件
地
中
埋
設
物
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
悪
意
と
同
視
す
べ
き
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
と
も
に
、前
記
認
定
の
と
お
り
、

本
件
売
買
契
約
時
に
お
け
る
︵
買
主
︶
か
ら
の
地
中
埋
設
物
の
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
問
い
か
け
に
対
し
、︵
売
主
︶
は
、
地
中
埋

設
物
の
存
在
可
能
性
に
つ
い
て
全
く
調
査
を
し
て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
問
題
は
な
い
旨
の
事
実
と
異
な
る
全
く
根
拠
の

な
い
意
見
表
明
を
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
前
記
の
よ
う
な
民
法
五
七
二
条
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
に
お
い
て
、
本
件
免
責

特
約
に
よ
っ
て
、︵
売
主
︶
の
瑕
疵
担
保
責
任
を
免
除
さ
せ
る
こ
と
は
、
当
事
者
間
の
公
平
に
反
し
、
信
義
則
に
反
す
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
っ
て
、
本
件
に
お
い
て
は
、
民
法
五
七
二
条
を
類
推
適
用
し
て
、︵
売
主
︶
は
、
本
件
免
責
特
約
の
効
力
を
主
張
し
得
ず
、

民
法
五
七
〇
条
に
基
づ
く
責
任
を
負
う
も
の
と
解
す
る
の
が
当
事
者
間
の
公
平
に
沿
う
ゆ
え
ん
で
あ
る
﹂。
ま
た
、
売
主
は
、﹁
そ
も

そ
も
瑕
疵
担
保
責
任
は
法
定
責
任
で
あ
る
以
上
、
民
法
五
七
二
条
の
適
用
場
面
に
お
い
て
、
知
っ
て
告
げ
な
い
場
合
を
除
き
、
知
ら

な
い
こ
と
に
つ
い
て
過
失
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
問
題
と
す
る
余
地
は
な
い
旨
主
張
す
る
が
、
前
記
の
と
お
り
、︵
売
主
︶
の
重
過

失
は
悪
意
と
同
視
で
き
る
以
上
、
重
過
失
あ
る
場
合
も
民
法
五
七
二
条
が
類
推
適
用
さ
れ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
っ
て
、
単
な
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る
過
失
が
あ
っ
た
場
合
と
は
同
列
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
﹂。

右
の
判
決
は
、
売
主
の
重
過
失
の
み
を
決
め
手
と
せ
ず
、﹁
事
実
と
異
な
る
全
く
根
拠
の
な
い
意
見
表
明
を
し
て
い
た
﹂
こ
と
も

信
義
則
違
反
の
要
素
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
民
法
五
七
二
条
の
解
釈
と
し
て
、
売
主
に
瑕
疵
の
﹁
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
悪
意
と
同
視
す
べ
き
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
﹂こ
と
を
認
め
、免
責
特
約
の
効
力
を
否
定
し
た
こ
と
は
画
期
的
で
あ
っ

た
。
も
っ
と
も
、
東
京
地
裁
は
、
そ
の
後
の
判
決
︵
東
京
地
判
平
成
二
〇
年
一
一
月
一
九
日
判
タ
一
二
九
六
号
二
一
七
頁
︶
に
お
い

て
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
、
売
主
に
重
過
失
が
あ
っ
て
も
免
責
特
約
が
適
用
さ
れ
る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、﹁
民
法
五
七
二
条
は
、

売
主
は
、
五
六
七
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
担
保
の
責
任
を
負
わ
な
い
旨
の
特
約
を
し
た
と
き
で
あ
っ
て
も
、
知
り
な
が
ら

告
げ
な
か
っ
た
事
実
…
…
に
つ
い
て
は
、
そ
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
旨
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、
売
主
が
知
り

な
が
ら
告
げ
な
い
事
実
に
つ
い
て
は
、
公
平
の
見
地
か
ら
瑕
疵
担
保
責
任
の
免
責
特
約
の
効
力
を
否
定
す
る
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
同
条
の
文
言
及
び
趣
旨
に
照
ら
せ
ば
、
本
件
瑕
疵
担
保
責
任
制
限
条
項
は
、
本
件
土
地
に
環
境
基
準
値
を
超
え
る
ヒ
素

が
残
留
し
て
い
た
こ
と
に
つ
き
︵
売
主
︶
が
悪
意
の
場
合
に
無
効
と
な
る
が
、
本
件
土
地
の
土
壌
に
環
境
基
準
値
を
超
え
る
ヒ
素
が

残
留
し
て
い
た
こ
と
を
知
ら
な
い
場
合
に
は
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
重
過
失
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
効
力
が
否
定
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
﹂(28)
。

ま
た
、
右
の
判
決
の
前
に
公
刊
さ
れ
た
札
幌
地
判
平
成
一
七
年
四
月
二
二
日
判
決
︵
判
タ
一
二
〇
三
号
一
八
九
頁
︶
は
、
売
主
の

重
過
失
を
問
題
と
せ
ず
、
売
主
が
﹁︵
買
主
︶
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
本
件
土
地
の
地
中
埋
設
物
が
撤
去
済
み
で
あ
る
と
回
答
し

て
い
る
﹂
こ
と
と
、﹁
瑕
疵
担
保
責
任
免
除
特
約
﹂
は
、
売
買
契
約
の
締
結
の
際
に
両
当
事
者
が
認
識
し
て
い
た
、﹁
本
件
土
地
西
側

の
境
界
線
に
、
本
件
埋
設
物
の
一
部
が
露
出
し
て
い
る
こ
と
﹂
の
み
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
売
主
が
﹁
瑕
疵

担
保
責
任
免
除
特
約
を
理
由
に
瑕
疵
担
保
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
な
い
﹂
と
し
た
。
同
判
決
は
、
信
義
則
︵
禁
反
言
則
︶
と
特
約
の
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制
限
的
解
釈
を
理
由
に
、
売
主
に
よ
る
免
責
特
約
の
主
張
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
東
京
地
裁
平
成
一
五
年
五
月
一
六
日
判
決
以
降
も
、
民
法
五
七
二
条
に
関
し
て
、
重
過
失
の
売
主
を
悪
意
の
売
主

と
同
視
す
る
と
の
解
釈
は
、
裁
判
例
に
お
い
て
も
な
お
確
立
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

（
4
）
平
成
二
四
年
判
決
の
意
義

以
上
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
東
京
地
裁
が
民
法
五
七
二
条
の
解
釈
と
し
て
、
売
主
の
﹁
悪
意
と
同
視
す
べ
き
重
大
な
過
失
﹂

の
有
無
を
明
確
な
争
点
と
し
た
意
義
は
大
き
い
。
す
な
わ
ち
、
平
成
二
四
年
判
決
は
、
事
案
の
解
決
と
し
て
は
売
主
の
重
過
失
を
否

定
し
た
も
の
の
、
理
論
的
に
は
、
瑕
疵
の
存
在
を
﹁
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、︵
売
主
︶
に
悪
意
と
同
視
す
べ
き
重

大
な
過
失
﹂
が
あ
る
場
合
に
は
、
免
責
特
約
の
効
力
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
東
京
地
裁
が
平
成
二
〇
年
一
一
月
一
九

日
判
決
︵
前
掲
︶
を
踏
ま
え
て
同
判
決
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
か
ら
、
従
来
の
下
級
審
裁
判
例
を
収
れ
ん
し
よ
う
と
す
る
意
向
が
う

か
が
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
平
成
二
四
年
判
決
に
先
だ
っ
て
、
名
古
屋
高
裁
平
成
二
三
年
五
月
二
五
日
判
決
︵
判
例
地
方
自
治

三
五
八
号
六
九
頁
︶
が
、
地
方
自
治
体
︵
売
主
︶
が
所
有
す
る
土
地
の
売
買
に
お
い
て
地
中
埋
設
物
︵
建
築
廃
材
・
木
屑
等
︶
が
発

見
さ
れ
、
売
主
の
免
責
特
約
の
適
否
が
争
点
と
な
っ
た
事
案
に
つ
き
、
売
主
に
﹁
故
意
あ
る
い
は
重
過
失
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は

で
き
ず
﹂、
免
責
特
約
に
よ
っ
て
売
主
は
﹁
そ
の
責
を
免
れ
る
﹂
と
し
た(29)

。
こ
の
判
決
は
、
私
人
間
の
売
買
で
は
な
く
、
地
方
自
治

体
と
私
人
と
の
間
に
お
け
る
土
地
の
売
買
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
理
論
的
に
は
、
平
成
二
四
年
本
判
決
と
同
じ
く
、
瑕

疵
の
存
在
を
知
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
重
過
失
の
あ
る
売
主
を
悪
意
の
売
主
と
同
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
判
決
と
平

成
二
四
年
判
決
と
が
あ
い
ま
っ
て
、
民
法
五
七
二
条
の
解
釈
と
し
て
、
売
主
の
﹁
重
大
な
過
失
も
悪
意
と
同
視
す
べ
き
で
あ
る
﹂
と

の
法
理
を
確
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
最
上
級
審
の
判
断
が
待
た
れ
よ
う
。
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四
　
結
　
語

民
法
五
七
二
条
は
、
免
責
特
約
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
売
主
が
﹁
知
り
な
が
ら
告
げ
な
か
っ
た
事
実
﹂
に
つ
い
て
は
、﹁
そ

の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
﹂
と
規
定
す
る
。
そ
の
趣
旨
︵
信
義
則
︶
お
よ
び
同
条
の
沿
革
︵
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
理
解
︶
か

ら
は
、
売
主
が
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
重
大
な
過
失
が
あ
る
﹁
事
実
﹂
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
悪
意
と
同
視
し
て
、
売
主
は

そ
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
重
大
な
過
失
を
悪
意
と
同
視
し
て
、
瑕

疵
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
︵
悪
意
︶
か
、
ま
た
は
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
重
大
な
過
失
の
あ
る
売
主
は
、
瑕
疵
担
保
責
任
免

責
特
約
に
よ
っ
て
そ
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
結
論
は
、
民
法
五
七
二
条
の
解
釈
論
と
し
て
充
分
に
支
持
さ
れ
う
る

も
の
で
あ
る
。

注
⑴　

同
判
決
の
評
釈
と
し
て
、
野
澤
正
充
・
判
例
評
論
六
五
五
号
六
頁
︵
判
例
時
報
二
一
九
〇
号
一
五
二
頁
︶
が
あ
る
。

⑵　

東
京
地
裁
平
成
一
五
年
五
月
一
六
日
判
決
の
評
釈
と
し
て
は
、
西
原
慎
治
﹁
瑕
疵
担
保
免
責
特
約
と
民
法
五
七
二
条
の
類
推
適
用
﹂︵
神
戸
学
院
法
学

三
五
巻
二
号
八
九
頁
︹
二
〇
〇
五
年
︺︶
の
ほ
か
、
武
川
幸
嗣
・
受
験
新
報
六
四
一
号
一
〇
頁
︵
二
〇
〇
四
年
︶
が
あ
る
。

⑶　

な
お
、
東
京
地
裁
平
成
一
五
年
五
月
一
六
日
判
決
は
、
売
主
の
重
過
失
を
認
定
し
て
民
法
五
七
二
条
の
類
推
適
用
を
認
め
、
瑕
疵
担
保
責
任
免
責
特
約

の
適
用
を
否
定
し
た
。

⑷　

周
知
の
よ
う
に
、
売
主
の
担
保
責
任
、
と
り
わ
け
瑕
疵
担
保
責
任
︵
民
五
七
〇
条
︶
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
。
そ
の
議
論
に
つ
い
て
は
、

さ
し
あ
た
り
、野
澤
正
充
﹁
瑕
疵
担
保
責
任
の
法
的
性
質
︵
1
︶
︱
︱
法
定
責
任
説
の
三
つ
の
考
え
方
﹂
野
澤
編
﹃
瑕
疵
担
保
責
任
と
債
務
不
履
行
責
任
﹄
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︵
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
九
年
︶
一
五
頁
以
下
参
照
。

⑸　

柚
木
馨
＝
高
木
多
喜
男
編
﹃
新
版
注
釈
民
法
︵
14
︶﹄︵
有
斐
閣
、
一
九
九
三
年
︶
四
一
四
頁
︹
柚
木
＝
高
木
執
筆
︺。

⑹　

梅
謙
次
郎
﹃
民
法
要
義
巻
之
三
﹄︵
有
斐
閣
、
大
正
元
年
版
復
刻
版
、
一
九
八
四
年
︶
五
二
八
︲
五
二
九
頁
。

⑺　

我
妻
栄
﹃
債
権
各
論
中
巻
一
﹄︵
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
︶
二
九
九
頁
。

⑻　

我
妻
・
前
掲
注
⑺
二
九
九
︲
三
〇
〇
頁
。

⑼　

こ
の
問
題
に
つ
き
、
民
法
の
起
草
者
は
む
し
ろ
、
売
主
が
﹁
売
買
ヲ
為
シ
タ
ル
後
﹂
に
第
三
者
の
た
め
に
権
利
を
設
定
し
、
ま
た
は
す
で
に
買
主
に
譲

渡
し
た
権
利
を
第
三
者
に
譲
渡
し
た
場
合
を
想
定
し
て
い
た
︵
梅
・
前
掲
注
⑹
五
三
〇
頁
︶。
し
か
し
、
売
買
契
約
締
結
後
に
売
主
が
こ
れ
ら
の
行
為
を

し
た
場
合
に
は
、﹁
売
主
の
権
利
移
転
義
務
の
違
反
と
し
て
債
務
不
履
行
の
問
題
﹂
と
す
べ
き
で
あ
り
、
売
主
の
行
為
は
﹁
売
買
契
約
以
前
に
な
さ
れ
た

場
合
﹂
に
限
る
と
さ
れ
て
い
る
︵
我
妻
・
前
掲
注
⑺
三
〇
〇
頁
、
柚
木
＝
高
木
・
前
掲
注
⑸
四
一
五
頁
な
ど
︶。

⑽　

我
妻
・
前
掲
注
⑺
二
九
九
頁
、
柚
木
＝
高
木
・
前
掲
注
⑸
四
一
四
頁
。

⑾　

西
原
・
前
掲
注
⑵
一
〇
二
頁
。

⑿　

梅
・
前
掲
注
⑹
五
二
九
︲
五
三
〇
頁
。
な
お
、
西
原
・
前
掲
注
⑾
一
〇
二
頁
参
照
。

⒀　

西
原
・
前
掲
注
⑵
一
〇
三
頁
。

⒁　

民
法
の
瑕
疵
担
保
責
任
に
関
す
る
規
定
が
フ
ラ
ン
ス
民
法
を
母
法
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
森
田
宏
樹
﹁
瑕
疵
担
保
責
任
に
関
す
る
基
礎
的
考
察

︵
1
︶﹂
法
学
協
会
雑
誌
一
〇
七
巻
二
号
一
七
六
頁
︵
一
九
九
〇
年
︶
参
照
。

⒂　

C
iv.14 décem

bre 1909, D
.P.1911.1.296; S.1911.1.364.

⒃　

Œ
uvres de R

.-J.Pothier, A
nnotés et m

ises en corrélation avec le code civil et la législation actuelle par M
.B

ugnet, Traité du contrat de vente, 

Paris, 1847, n

ﾟ212, p.88.　
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⒄　
Pothier, op.cit. ︵note 16

︶, n

ﾟ212, p.88.
⒅　

Pothier, op.cit. ︵note 16

︶, n

ﾟ213, p.88.
⒆　

谷
口
知
平
＝
石
田
喜
久
夫
編
﹃
新
版
注
釈
民
法
︵
1
︶﹄︵
有
斐
閣
、
改
訂
版
、
二
〇
〇
二
年
︶
七
五
頁
︹
安
永
正
昭
執
筆
︺
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
個
人
の
自
由
を
基
調
と
し
、
私
権
の
尊
重
を
至
上
の
原
理
と
す
る
近
代
法
は
、
個
人
の
契
約
に
よ
る
権
利
義

務
の
厳
格
な
行
使
な
い
し
履
行
を
要
求
す
る
か
ら
、裁
判
に
お
け
る
具
体
的
妥
当
性
の
必
要
は
、む
し
ろ
あ
ま
り
大
き
く
は
な
ら
な
い
﹂。
も
っ
と
も
、﹁
信

義
誠
実
の
観
念
が
ま
っ
た
く
現
れ
な
い
わ
け
で
は
﹂
な
く
、﹁
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
一
三
四
条
三
項
に
は
、﹃
合
意
は
誠
実
に
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹄

と
の
規
定
が
あ
り
、
ま
た
同
法
一
一
三
五
条
に
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
規
定
が
み
ら
れ
る
﹂。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、﹁
も
っ
ぱ
ら
債
務
者
の
履
行
の

誠
実
性
を
定
め
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
﹂、﹁
債
権
者
の
権
利
行
使
を
制
約
し
て
当
事
者
間
の
衡
平
や
具
体
的
妥
当
性
の
実
現
を
図
ろ
う
と
す
る

意
図
﹂
は
な
い
。
そ
し
て
、﹁
信
義
誠
実
の
原
則
に
対
す
る
評
価
﹂
が
高
ま
っ
た
の
は
、一
九
世
紀
末
以
降
の
自
由
法
運
動
を
契
機
と
し
て
で
あ
る
と
す
る
。

⒇　

柚
木
＝
高
木
・
前
掲
注
⑸
四
一
四
頁
。

�　

西
原
・
前
掲
注
⑵
一
〇
三
頁
。

�　

安
永
・
前
掲
注
⒆
七
五
頁
、
一
〇
八
頁
参
照
。

�　

判
決
も
、
手
形
法
一
七
条
た
だ
し
書
が
、﹁
手
形
流
通
の
安
全
の
た
め
ひ
ろ
く
善
意
の
手
形
所
持
人
を
保
護
す
る
こ
と
を
法
意
と
す
る
﹂
と
し
た
。

�　

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー
ス
契
約
に
一
般
的
に
免
責
特
約
が
付
さ
れ
る
背
景
と
し
て
は
、﹁
リ
ー
ス
が
物
融
の
形
式
を
と
っ
た
金
融
の
性
格
を
有
す
る
こ

と
や
リ
ー
ス
会
社
は
物
件
の
検
収
を
行
わ
ず
、
性
能
を
保
障
す
る
専
門
的
知
識
が
な
い
こ
と
な
ど
﹂
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
︵
大
阪
地
判
昭
和
六
〇
年
七

月
五
日
判
時
一
一
八
六
号
八
四
頁
の
﹁
コ
メ
ン
ト
﹂︶。

�　

免
責
特
約
を
有
効
で
あ
る
と
す
る
裁
判
例
は
多
く
、
大
阪
地
判
昭
和
六
〇
年
七
月
五
日
︵
前
掲
注
�
八
四
頁
︶
の
ほ
か
、
大
阪
地
判
昭
和
四
九
年
一
〇

月
八
日
金
商
四
五
一
号
一
七
頁
、
大
阪
地
判
昭
和
五
一
年
三
月
二
六
日
判
タ
三
四
一
号
二
〇
五
頁
︵
同
上
告
審
は
、
最
判
昭
和
五
六
年
四
月
九
日
判
時



628法政論集　254号（2014）

論　　説

一
〇
〇
三
号
八
九
頁
︶、
福
岡
高
判
昭
和
六
二
年
二
月
二
四
日
判
タ
六
五
四
号
一
七
八
頁
、
神
戸
地
判
昭
和
六
二
年
六
月
二
六
日
判
タ
六
六
〇
号
二
〇
七

頁
な
ど
が
あ
る
。

�　

盛
岡
地
遠
野
支
判
昭
和
六
三
年
五
月
一
八
日
判
時
一
三
〇
五
号
一
〇
九
頁
、
福
岡
地
判
平
成
元
年
一
月
九
日
判
時
一
三
二
〇
号
一
二
一
頁
。

�　

例
え
ば
、
東
京
地
判
平
成
九
年
五
月
二
九
日
判
タ
九
六
一
号
二
〇
一
頁
は
、
免
責
特
約
に
よ
っ
て
、﹁
地
中
障
害
に
つ
い
て
は
︵
買
主
︶
が
撤
去
費
用

を
負
担
す
る
合
意
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
地
中
障
害
が
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
て
も
、
全
て
︵
買
主
︶
が
撤
去
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
ま
で

合
意
さ
れ
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
﹂
と
し
、﹁
従
前
建
物
の
基
礎
に
つ
い
て
は
、
布
基
礎
程
度
の
も
の
は
︵
買
主
︶
の
費
用
で
撤
去
し
、
予
想
外
の

大
規
模
な
基
礎
が
あ
っ
た
場
合
に
は
︵
売
主
︶
が
撤
去
費
用
を
負
担
す
る
旨
の
合
意
で
あ
っ
た
﹂
と
し
た
。

�　

も
っ
と
も
、
判
決
は
、
そ
も
そ
も
売
主
に
重
過
失
が
な
か
っ
た
こ
と
を
﹁
念
の
た
め
付
言
﹂
し
て
い
る
。

�　

な
お
、
こ
の
判
決
の
原
審
で
あ
る
名
古
屋
地
判
平
成
二
三
年
一
月
一
四
日
判
例
地
方
自
治
三
五
八
号
七
二
頁
も
、﹁
本
件
売
買
契
約
当
時
、︵
売
主
︶
が

本
件
土
地
に
本
件
埋
設
物
が
存
在
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
か
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
重
過
失
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
民
法

五
七
二
条
の
適
用
が
認
め
ら
れ
な
い
﹂
と
し
た
。


